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第 2 章では第 3 章以下の研究成果の詳細を述べるに先立ち，ディジタルダイオード移相器の基礎理



































(3) Loaded Line形移相器の PIN ダイオードに起因する損失は，装荷アドミタンスを形成するスタ
ブの特性インピーダンスの自乗で，そのスタブを終一端する PIN ダイオードのインピーダンスを除し
た{直に上lゴ列することを明らかにしている。
(4) Loaded Line 形移相器の低損失化には，ダイオードのリアクタンスをスタブのできるだけ高い特
性インピーダンスで除した時に，移相器形成に必要な値のサセプタンスになるように設計すること
により，低損失化できることを実験的に立証している。
(5) X帯(9.0~9.5GHz) のMIC化 PINダイオード移相器の低駆動電力化設計法を示し，そう入損失2.0
dB 以下，入力 VSWR 1. 5以下，移相誤差土 5 。以下の特性を駆動電力0.081Wの低駆動電力で得ら
れることを実験的に示している。
(6) Loaded Line 形移相器のそう入損と PINダイオード・パラメータの定量的な理論的解明を行ない，
この結果，移相器そう入損は移相量に直接的に依存しないことを明らかにしている。
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以上の研究成果は電子工学の進歩に寄与するところ大であり，博士論文として価値あるものと認め
る。
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